職種：信用・債権管理　　職務：信用・債権管理

【概要】
　クレジットカード事業に関する審査、与信、債権回収、不正利用のチェック・防止対策等に関する仕事。

【仕事の内容】

　信用・債権管理は、会員・加盟店の審査、クレジットカード利用の承認、不正行為の発見・対策、遅滞債権の回収などに関する仕事である。カードの発行や実際の利用に関係する業務であり、クレジットカード事業の運営上、重要な役割を果たしている。

　信用・債権管理に関する仕事は自動化されている部分が少なくないことから、異常時の対応や、過去のクレジットカード利用実績等の分析を通じた新たな基準・マニュアル作りなどが求められている。

　会員・加盟店に対してクレジットカードの不正利用に関する啓蒙、不正発見時の対応処理、遅滞債権回収時の会員との面談など、様々な場面で的確なコミュニケーションを行うことが求められる。また、貸金業規制法、個人情報保護法など関連法令を習得することも求められる。
【求められる経験・能力】

（1） 信用・債権管理の仕事を行うための学歴要件等は特に存在しない場合が多い。ただし、中途採用の場合には、関係業界で関連する業務経験があることが求められる。
（2） データ等から意味を読み取る分析力、通常とは異なる状況の発生を察知する注意力・洞察力・判断力、異常発生時に冷静にマニュアル確認や上司等への連絡が出来る対応力などが求められる。加えて、情報セキュリティに対する知識等も求められる。

（3） 専門知識・経験に加え、関係する法令の把握、コミュニケーション能力や、目標に向けて粘り強く取り組む姿勢なども要求される。

【関連する資格・検定等】

· クレジット債権管理士〔社団法人日本クレジット産業協会〕

· クレカウンセラー〔社団法人日本クレジット産業協会〕
· クレディッター〔社団法人日本クレジット産業協会〕

· シニアクレディッター〔社団法人日本クレジット産業協会〕

· 貸金業務取扱主任者〔社団法人全国貸金業協会連合会〕
· ビジネスキャリア検定試験（企業法務・総務、営業・マーケティング）〔中央職業能力開発協会〕

　等
【労働省編職業分類（小分類）との対応】

　２５２　企画・調査事務員

　２８１　営業・販売事務員
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